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は じ め に
約20年 前 に レ ト ロ ウ イ ル ス の 逆転写酵素が発 見 さ
れ， 多 く の 制 限酵素 と と も に 研究用 試薬 と し て の使
用 が可能 に な る と ， mRNA, cDNA， 染色体 DNA
を 対象 と す る 研究技術は 急速 に 向 上 し た 。 そ の結果，
5 万か ら 7 万 と い う 膨大 な 数 と 推定 き れ る ヒ ト の遺
伝子の 中 のか な り の数に つ い て ， 構造や発現機構の
解析が驚 く ほ ど の速 さ で進み， 並行 し て， 種々 の疾
患 の 病 因遺伝子の 異常構造が明 ら か に き れた 。 多 く
の細胞機能 の調節 因 子 の 同 定 や そ の作用 の 機構解明
も 容易 と な り ， 個体や細 胞 レ ベルの現象 を 分子 レ ベ
ル で理解す る こ と が可能 と な っ た 。
疾病 そ の も の， 或 い は 物質代謝， 腫蕩， ヒ ト の個
体に お け る 免疫現象， 及 び， レ ト ロ ウ イ ルス の生 活
環な ど が分子 レ ベルで理解 さ れ る と ， こ れ ら の科学
的事実 を 基 に し た 治療法の 応 用 開 発が 当 然模索 さ れ
る 。 そ の結果， 機能欠損 を 持つ患者細胞へ適 当 な 方
法 で ヒ ト の正常遺伝子 を 導入 し ， こ の形質転換 に よ
り 疾病 を 治療す る ヒ ト の遺伝子治療が種々 の 疾 患 に
つ い て研究 さ れ始め た 。 こ の概念は， 1960年代後半
か ら 1970年代初頭に は 既 に 提 唱 さ れて お り ， 最近，
特に 現実 的に な っ た と 考 え ら れ る 。
ウ イ ルスベ ク タ ー を 使 っ た 晴乳動物細胞への遺伝
子導 入 は ， 基礎的研究に お い て も 重要 な研究手段 で
あ る 。 新 し い研究法 に 習 熟す る こ と も 目 的の ーっ と
し て， 著者 ら は 楓糖原症 を 例 と し て 調べ た と こ ろ ，
こ の疾患が幾つ か の 条件 を 整 え れ ば遺伝子治療の対
象 と な り 得 る こ と を 実験 系 で明 ら か に で き た
）
。 こ
の過程で， 遺伝子治療の先進 国 であ る ア メ リ カ 合衆
国 で、の現状 に 接す る こ と がで き た の で， そ の概要 を
紹介す る こ と が本学での こ の 分野 の研究の発展の一
助 と な る 事 を 期待 し ， 小文 を 寄稿 し た 。
ヒ ト への遺伝子導入 ま での過程
ヒ ト への遺伝子導 入 を 実施す る ま でに ， ア メ リ カ
合衆国 では概ね 次の 手順 で計画の審査が行 わ れ る 。
各研究機関 に 設け ら れ た 委員 会が計画の是非 を 判定
す る 。 更 に ， 使用 す る ベ ク タ ー の安全性， 遺伝子導
入の必然性な ど 計画全体の 吟味が， NIH に 設置 さ れ
て い る The Recombinant DNA Advisory Com­
m1ttee ( RAC ） と Food and Drug Administration 
( FDA ） で， そ れ ぞれ別個 に 審査 き れ承認 さ れ る 。
ヒ ト への遺伝子導入と し て最初に gene marker study 
が1989年 に 承認 さ れ た 。 こ れは ， ネ オ マ イ シ ン 耐性
遺 伝 子 を 染 色 体 に 組 み 込 み 標 識 し た tumor infil­
trating lymphocytes (TIL ) を 悪性黒色腫患者 に 導
入 後 ， そ の 腫傷 内 分布 や寿 命 を 調べ ， 遺伝子 導 入
TIL に よ る 腫蕩 の 免疫療法の可能性 を 探 る こ と を 目
的 と し て い る 。 1993年 9 月 迄 に ， AIDS に 伴 う
腫蕩患者への 同義の試行や急性 白 血病患者への標識
自 家骨髄細胞導入 な ど23件の Gene ·1i11arking プ ロ ト
コ ー ルが RAC で承認 さ れて い る
1990年 に ， Blaese ら の グループに よ り ， adenosme
deaminase 欠 損 に よ る 重症複合免疫機能不全患者 に ，
こ の タ ン パ ク の正常遺伝子 を 導 入す る 最初 の 遺伝子
治療が行 わ れ た 。 こ の成功 を 機 に ， 多 く の 遺伝
性疾患， 腫蕩 に 対す る 遺伝子 治療の提案が な さ れ，
遺伝子治療 を 目 標 と し た研究 も 急速 に 進展 し つつ あ
る 。 RAC に よ り 承 認 き れ て い る 計画 を 表 l に 示 し
た 。 ヒ ト の 生殖細胞への遺伝子導入に つ い て は 基本
的 に 禁 じ ら れ て い る 。
ウ イ ル ス ベ ク タ ー
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表 1 ヒ ト 遺伝子治療プ ロ ト コ ー ル
( University Lecture Series at UT Southwestern Medical Center および文献57より）
主 た る 研 究 者 病 名
1. R. M. Blaese 重症複合免疫 不全
2. S. A. Rosenberg 進行癌
3. S. A. Rosenberg 進行癌
4. S. A. Rosenberg 進行癌
5. J. M. Wilson 家族性高 コ レ ス テ ロ ー ル血症
6. G. J. Nabel 悪性1重蕩
7. S. M. Freeman 癌
8. M. K. Brenner 神経芽細 胞腫
9. E. Oldfield 脳腫蕩
10. B. Gansbacher 悪性黒色腫
11. J. A. Roth 非小細胞肺癌
12. M. T. Lotze 癌
13. R. G. Crystal 嚢胞線維症
14. J. M. Wilson 嚢 胞線維症
15. K. W. Culver 脳腫蕩
16. J. Simons 転移性腎細胞癌
17. R. W. Wilmott & J. Whitsett 嚢胞線維症
18. R. C. Boucher & M. R. Knowles 嚢胞線維症
19. H. F. Seigler 播種性悪性黒 色腫
20. A. B. Deisseroth 卵巣癌
21. G.  J. Nabel 癌
22. J. A. Barranger Gaucher 病
23. S. Karlsson & D. B. Kohn Gaucher 病
24. J. E. Calpin & D. A. Casciato HIV-1 の無症候患者
25. G. J. Nabel AIDS 
26. C. Raffel & K. Culver 再発性小児悪性星細胞臆
27. C. Hesdorffer 進行癌
28. J. Ilan ヒ ト 脳1重傷
29. Cassileth & Podack 小細胞肺癌
30. J. 0’Shaughnessy 化学療法後の乳癌
31. P. D. Greenberg HIV 血清反応陽性者
32. E Oldfield 再発性小児脳腫蕩
33. T. D. Gupta 切除不可の悪性黒色腫
34. J. Economou 転移性悪性 黒 色腫
35. F. Wong-Staal HIV 感染
遺 伝 子 治 療 の 方 法
ア デ ノ シ ン デア ミ ナ ー セー 遺伝子導 入 自 家 リ ン パ球に よ る 遺
伝子治療
臆蕩壊死因子導入腫蕩浸i問 リ ン パ球に よ る 進行癌 患者の遺
伝子治療
腫蕩壊死因子導 入 自 家癌細胞 を 使 っ た 癌 患者 の 免疫療法
イ ン タ ー ロ イ キ ンー 2 遺伝子導 入 自 家癌 細 胞 に よ る 癌患者
の 免疫療法
家族性高 コ レ ス テ ロ ー ル血症の ex vivo 遺伝子療法
腫蕩への in vivo 遺伝子導 入に よ る 癌免疫療法
癌細胞への Toxin 遺伝子の導入
サ イ ト カ イ ン 遺伝子修飾 自 家癌細胞に よ る 再発神経芽細胞
援の治療
チ ミ ジ ン キ ナ ー ゼ遺伝子の1重傷 内 導 入 と ganciclovir 静脈
内投与に よ る 遺伝子治療
H LA-A2 の 一 致 す る 同種 IL-2 分泌悪性 黒色腫に よ る 免疫
療法
非小細胞肺癌 の オ ン コ ジ ー ン と 1重傷抑制遺伝子発現の修飾
IL-4 遺伝子で修飾 さ れ た 抗腫蕩 ワ ク チ ン
Cystic fibrosis transmembrane conductance regulator 
(CFTR) gene を 持つ ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ に よ る 遺伝
子 治療
El 欠損 ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ ー に よ る 遺伝子治療
単純へルペ ス チ ミ ジ ン キ ナー セー遺伝子 I ganciclovir シ ス テ
ム の in vivo 腫傷 内 導 入に よ る 脳腫蕩治療
GM-CSF を 導 入 し た 非増殖臆傷細胞の 自 家注 入
ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ ー を 使 用 し た 上気道細胞への ヒ ト
CFTR cDNA の 導 入
ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ ー に よ る 鼻腔への遺伝子治療
腫蕩細胞への y－ イ ン タ ー フ ェ ロ ン 導 入 に よ る 腫蕩免疫療
法
化学療法耐性遺伝子の レ ト ロ ウ イ ル ス に よ る 正常骨髄細胞
への導入
直接腫蕩 内遺伝子導 入に よ る 免疫療法
ex vivo での CD34 + 細 胞への遺伝子導 入 と 自 家骨髄移M
骨髄幹細 胞への レ ト ロ ウ イ ル ス に よ る ヒ ト glucocerebros1 ·
dase 遺伝子の 導 入
HIV-1 遺伝子 を コ ー ド す る マ ウ ス レ ト ロ ウ イ ル ス
Rev (mutant ） の大量発現に よ る ウ イ ル ス 産生 の 阻害
1重蕩 細 胞へ の 単 純へルペ ス チ ミ ジ ン キ ナー セ‘遺fi；－了の m
vivo での導入
ヒ ト multiple-drug resistant (MDR ） 造伝子の導 入
msuline-like growth factor l の 染 色 体 外 に 存 イlす る ア ン
チ セ ン ス cDNA の 発現
1重傷細胞に お い て IL-2 を 発現
骨髄幹細胞への MDR 遺伝子の レ ト ロ ウ イ ル ス に よ る l隼 人
CD8+ HIV-specific T cell への遺伝子 導 入
腫蕩 内 へ の チ ミ ジ ン キ ナ ー ゼ遺伝子導 入 と ganciclovir の
静脈内投与
ヒ ト 悪性黒色腫への IL・2 遺伝子 導 入 に よ る 免疫療法
腫蕩へ の IL-2 遺伝子導 入 に よ る 免疫療法
リ ボザ イ ム に よ る HIV の療法
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人工的 に 形質転換 を 起 こ す た め の細胞への遺伝子
導 入法 に は 多 く の 方法が考案 き れ て い る 。 し か し ，
原核細胞， 真核細胞 の い ず れ を 例 に し て も ， 遺伝子
の 導 入の効率だ け を 考 え る と ， ウ イ ルス ゲ ノ ム を 改
変 し た ベ ク タ ー へ 必要 な cDNA を 組み込み作製 し
た 変 異 ウ イ ル ス の感染 に よ る 導 入方法が最 も 優 れ て
い る 。 ヒ ト の遺伝子治療 に は ， レ ト ロ ウ イ ル ス と ア
デ ノ ウ イ ル ス の ゲ ノ ム を 改造 し た ベ ク タ ーが既に 用
い ら れて い る の で ， そ れ ら の使用 法 に つ い て 述
べ る 。
1 ） レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー
レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー は ， ヒ ト へ の使用 が最初
に 承認 さ れ た ウ イ ル スベ ク タ ー であ る 。 レ ト ロ ウ
イ ルス の生活環， 遺伝子構造， 産 生す る タ ン パ ク 質
に つ い て， 1 980年代初頭 ま で に お お む ね解明 さ れ た 。
こ れ ら の 研 究 成 果 を 背景 に ， ベ ク タ ー 自 身 と ， 感
染 は す る が宿主細 胞 内 で 自 律増殖せず， 外 来遺伝子
を 含 む ベ ク タ ー 由 来 の ゲ ノ ム を 持 つ replication­
defective recombinant virus を 産 生 す る た め に 必
要 な ノ f ッ ケ ー ジ ン グ細 胞か ら 成 る 遺伝子導 入 シ ス テ
ム が早期 に 開 発 き れ た
使用可能 な レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー は ， Moloney
murine leukemia virus ゲ ノ ム を 基本 と す る 。 ま
ず， ウ イ ルス ゲ ノ ム か ら ウ イ ル ス 複製 に 必要 な タ ン
パ ク を コ ー ド す る害伝子領域gag.， ρol, env を 除 き ，
ベ ク タ ー と し た 。 一方， こ れ ら の タ ン パ ク を 発
現す る NIH 3T3 細 胞 由 来の パ ッ ケ ー ジ ン グ細 胞 を
外 来遺伝子 を 欠失部位 に 組み 込ん だ レ ト ロ ウ イ ルス
ベ ク タ ー で ト ラ ン ス フ ォ ー ム す る と ， ベ ク タ ー の転
写物 を ゲ ノ ム と し ， パ ッ ケ ー ジ ン グ細胞か ら 供給 さ
れ る ウ イ ルス タ ン パ ク を 使 い ， 感染 は す る が複製 し
な い ウ イ ル ス 粒子 （ Replication-defective virus ）が
作 ら れ る 。 こ の ウ イ ル ス は 分裂増殖す る 細胞 に 感染
し ， ウ イ ルス ベ ク タ ー と 共 に 宿主染色体へ組み込 ま
れ た 外来遺伝子 を 持続 的 に 発現す る 。 し か し ， 自 己
複製は 起 き な い の で， 感染細 胞 を 導 入 し た個 体 内 で
ウ イ ル ス の再感染は 理論的に は 起 き な い
上記の レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー の使用 に よ る 副 作
用 は 観察 き れて い な い
）
が， こ れ は 十 分 な 追跡調査
が可能 な程に汎用 さ れて い な い か ら か も し れ な い 。
事実， 本ベ ク タ ー ・ シ ス テ ム に は 2 つ の 問題が潜在
す る 。 第一 に ， レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー の染色
体組み 込 み に 際 し ， 腫蕩抑制遺伝子の破壊や， ベ ク
タ ー の LTR に よ る プ ロ ト オ ン コ ジ ー ン の 活性化に
よ る insertional mutagenesis で宿主細 胞 自 身が ト
ラ ン ス フ ォ ー ム さ れた り ， 第二に， パ ッ ケ ー ジ ン グ
細 胞が持つ レ ト ロ ウ イ ルス 関連遺伝子 と ベ ク タ 一 間
での組み換 え に よ る 先祖返 り で， 自 律増殖す る へル
ノ マー ウ イ ルス が産生 さ れ る 可能性 を 共 に 完全 に 否定
で き な い こ と であ る 。 へルパー ウ イ ルス に よ り マ ウ
ス ば か り で な く 霊長類であ る rhesus mo�key に も
T 細胞腫蕩が発生す る こ と が報告 さ れた 。 現在使
用 さ れ て い る L シ リ ー ズ ・ レ ト ロ ウ イ ル ス ベ ク タ
ー と PA317 パ ッ ケ ー ジ ン グ細 胞 の 組み合わせ
では へルパー ウ イ ルス産生に は 2 回 の組み換 え が必
要であ る 。 こ れは 非 常 に 稀 な こ と では あ る が， レ
ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー の使用 に 際 し てへルパー ウ イ
ル ス の 有無 を 確か め る こ と は 重要 で、あ る 。
レ ト ロ ウ イ ル ス は分裂細 胞 に 感染す る の で， 血
液細胞， 肝細胞 を は じ め 多種の細胞に 遺伝子導 入が
可能で、あ る 。 し か し ， レ ト ロ ウ イ ルス は ， ヒ ト 血
液 中 補体成分に よ り 不活性化 さ れ る の で， 体細
目包への遺伝子導 入 は ， 穿刺や外科手術で患者細胞 を
採取後培養 し ， 感染に よ る 遺伝子導入 を体外で、行 っ
て か ら 感染細胞 を再び患者体内へ戻す と い う ex vi仰
の方法が採 ら れ る 。 肝細胞への遺伝子導入 は 肝切 除
に よ り 採取 し た 細 胞に 対 し 行わ れ る 事に な る が， 手
術に 伴 う 危険 も あ る の で， こ れ も 場合に よ っ て は 不
利 な 一面であ る 。 患者組織へ の 直接感染が可能 な ウ
イ ル ス ベ ク タ ー の開発が望 ま れ る 。
2 ） ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ ー
呼吸器感染症 の 原 因 と な る ヒ ト ア デ ノ ウ イ ル ス
( 5 型 な ど ） DNA を 改変 し て ｛乍 っ た ア デ ノ ウ イ ルス
ベ ク タ ー使 い ， 嚢 胞線維症患者上気道粘膜細胞への
遺伝子導入は既に 行 わ れ て い る 。 こ の系では， ウ
イ ル ス 増 殖 防 止 の た め ， ゲ ノ ム の Ela 領域全部 と
Elb 領域の一部がベ ク タ ーか ら 除か れて お り
こ の 欠 損 El 領域へ治療 に 使 わ れ る 遺伝子が相 同 的
組み換 え を 利用 し て 組み込 ま れ る 。 上述 し た レ ト
ロ ウ イ ルス 系 と 同様， 複製 し な い ウ イ ルス粒子 を 得
る た め ， El 領域に コ ー ド さ れ る タ ン パ ク は human
embryonic kidney cell line の293細 胞 を へ ルパ
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古 谷 田 裕久， 平賀 紘一
一細胞 と し て供給 さ れ る 。 ア デ ノ ウ イ ルス ベ ク タ ー
を 使 え ば， 非分裂細胞への遺伝子 導 入 も 可能 で、あ る 。
ま た， 101 1 plapue-for�ing uint/ml と 高力 価 の ウ イ
ル ス が得 ら れ る こ と ， 呼吸器細胞 ばか り でな く 種
々 の 細 胞 に 遺伝 子 導 入 可 能 で、 あ る な ど の 特徴 を 持
つ 。 染色体へのベ ク タ 一組み込み は 起 こ ら な い た
め， 安定 し た 長期 の遺伝子発現は 望め な い 点 が レ ト
ロ ウ イ ルス ベ ク タ ー と 異な る 。 一方， ベ ク タ ー上の
ア デ ノ ウ イ ル ス 遺伝子か ら 産生 さ れ る タ ン パ ク は 免
疫 応答 を 惹起 し ， ア デ ノ ウ イ ル ス 感染に よ る 遺伝
子 導 入 を 繰 り 返 せ な い 場 合 も あ る 。 temperature
sensitive E2 mutant に よ り E2 遺伝 子 か ら の タ ン
パ ク 質の産生 を 抑制す る こ と で， 長期 に 渡 る 遺伝子
の 発現 を 可能 に す る た め の 改 良 も 進 め ら れ て い る
(J .  W. Wilson, UT Southwestern Medical Center 
Seminar ） 。
3 ） 他の ウ イ ルス ベ ク タ ー
他の ウ イ ルスベ ク タ ー に は ， ア デ ノ 関 連 ウ イ ルス
ベ ク タ ー やへルペス ウ イ ルス ベ ク タ ー があ る 。
ア デ ノ 関連 ウ イ ルス は ， 染色体へ の 遺伝子組み込み
が起 こ る た め ， 遺伝子の長期 発現が期待 さ れて い
る 。 へルペ ス ウ イ ル スベ ク タ ー は ， 脳細胞へ の遺伝
子導入に 適 し て い る が， へルペス 脳症 な ど 障害が起
こ る 可能性 を 皆無 に す る 必要が あ る 。
物理的方法 に よ る 遺伝子導入
物理的遺伝子導入法に は， リ ン 酸 カ ルシ ウ ム DNA
沈殿法 ， エ レ ク ト ロ ポ レ ー シ ョ ン ， リ ポ ゾー ムー
DNA 法 ， 遺伝子銃 ， DNA 直 接 注 入 法
な どがあ る が， 一般に ， 遺伝子の 導 入効率が低 〈 ，
ま た ， 安定 し た 長期 発現が難 し い 。 し か し ， 物
理 的 遺 伝子 導 入 法 に は ， ウ イ ル ス 由 来 の DNA 配
列 を 持た な い か ら へルパー ウ イ ル ス 産生 の心配が無
く ， ウ イ ルスベ ク タ ー を 使 っ と き に 起 こ る 導 入遺伝
子 の 長 さ の 制 限 も 無 い と い う 利点 があ る 。 DNA と
細 胞 膜 と の 親 和 性 や 遺 伝 子 導 入効率 を ， cationic
lipid z 構 成 脂 質 と し て 使 っ て 高 めた リ ボゾー ム
や， DNA に asialoglycoprotein receptor の
リ カ。 ン ド の asialoorosomucoid を poly-L-lysine を
介 し て 結合 し ， 肝 細 胞へ特異的に 遺伝子 を 導 入す る
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方 法 も 考案 さ れて い る 。
外来遺伝子の発現調節因子
ど の よ う な 遺伝子導入法 を 用 い て も ， 治療に使用
す る 遺伝子 と 共 に そ の遺伝子 の転写 を 調節す る た め
の プ ロ モ ー タ ー， エ ンハ ン サ ーが組み 込 ま れ る 。 多
く の場合， SV40 early promotor， サ イ ト メ ガ ロ ウ
イ ルスimmediate-early gene promotor， レ ト ロ ウ
イ ル ス LTR な ど の ウ イ ルス の プ ロ モ ー タ ーが使用
き れ る が， ヒ ト の体内 と い っ た in vivo の条件では
dihydrofolate reductase gene promoter な ど の
housekeeping gene promoter の奈が遺伝子の長期
発現に 適 し て い る と の報告 も あ る 。 ま た ， 臓器特
異 的 タ ン パ ク の 遺伝子 の プ ロ モ ー タ ー （ 肝臓の ア ル
ブ ミ ン 遺伝子 の プ ロ モ ー タ ー な ど ） を 使 え ば， 遺伝
子 の 臓器特異的発現 も 可能 と な る の で， 遺伝子の安
定 な 発現や発現 さ せ る 組織 を 考慮 し た プ ロ モ ー タ ー
の選択が必要 であ る 。
遺伝子治療の対象疾患
1 ） 導 入遺伝子が コ ー ド す る タ ン パ ク 質の 直接作用
が期待 き れ る 疾患
ア デ ノ シ ン デア ミ ナーゼ欠損 ， 家族性高 コ レ ス
テ ロ ー ル血症 ， 嚢 胞線維症への 遺伝子治療 は 既 に
行 わ れ， ま た ， 表 l に 示 し た 多 く の疾患 に 対す る 遺
伝 子 治 療 も 既 に RAC に よ り 承認 さ れて い る 。 一方，
培養細 胞 を 使 っ た in vitro の新規 の実験段階 に あ る
研究や， 既 に 行わ れ た 遺伝子治療 の 改良 な ど， ま だ
承認 さ れ る に 至 っ て い な い対象疾患 を 表 2 に 示 し た 。
筆者 ら は， 先天性有機酸代謝異常症の楓糖尿症 （maple
syrup urine disease, MSUD ） を 例 と し て ， レ ト ロ
ウ イ ル スベ ク タ ー を 使用 し た 遺伝子治療の可能性 に
つ い て 検討 を 行 っ た 。
楓糖尿病 は ， ペ ン シ ルパニア州 に 住み， 同一宗派
内 の 血族結婚 に よ り 集 団 を 維持 し て い る Mennonite
で は ， 176件の 出生に 1 件の頻度 で発 見 き れ ， ミ
ト コ ン ド リ ア に 局在する 分枝鎖 ケ ト 酸脱水素酵素の
活性欠損 に よ り 起 こ る 。 本酵素 は ， Ela お よ び
Elβ の 2 種のサブユニ ッ ト か ら な る 脱炭酸酵素の El,
ア シ ル 基 転 移 酵素 の E2， ジ ヒ ド ロ リ ポ ア ミ ド 脱水
ア メ リ カ 合衆 国 に お け る 遺伝子治療の動 向
素 酵素 の E3 の 3 つ の 触媒成分で構成 さ れ る 複合酵
素系であ る 。 正常者 リ ン パ芽球に 本酵素活性が
検 出 さ れ る の で， 筆者 ら は ， E l α タ ン パ ク の 異常 に
よ る 本疾患患者の リ ン パ球 を EB ウ イ ルス で株化 し ，
レ ト ロ ウ イ ルスベ ク タ ー に よ る 遺伝子導入の受容細
胞 と し た 。 ほ と ん ど検 出 で き な か っ た 患者 リ ン パ芽
球の酵素活性 は ， 正常 ヒ ト Ela を コ ー ドす る cDNA
の 導 入に よ り ， 正常 リ ン パ芽球が示す酵素活性の84
1 20% の 活性 を 示 し た 。 臨床応用 の た め に は ， 最
適 な 遺伝子導 入臓器や プ ロ モ ー タ ーの選択， さ ら に ，
疾 患 モ デル動物を 使 っ た 遺伝子導入後の発現の安定
性や副作用 の in vivo での 検討 な ど が必要 で内あ る が，
楓糖尿症の遺伝子治療の可能性が示 さ れ た 。
こ の よ う に ， 単一遺伝子 の 異常が原 因 で既存の方
法では十分な 治療効果の得 ら れ な い 多 く の遺伝性疾
患 は ， 正常遺伝子 の 導 入 に よ り 機能の正常化が期待
で き る た め， 対象 と な る 疾患 は今後更 に 増加 す る と
思 わ れ る 。
2 ） 導 入遺伝子 が コ ー ド す る タ ン パ ク 質の 間接作用
が期待 さ れ る 疾患
他方， 表 1 に 示 し た よ う に ， 癌やエ イ ズな ど の 感
染症 も 遺伝子治療の対象疾患 と し て研 究 さ れ て い る 。
癌 の 発症 に は癌抑制遺伝子， プ ロ ト オ ン コ ジ ー ン ，
サ イ ト カ イ ン 遺伝子 な ど複数の遺伝子が関与す る た
め， 治療に 利用 さ れ る 遺伝子 も 多様であ る 。
Natural killer cell や T cytotoxic lymphocyte 
を IL-2 と 共に ヒ 卜 や醤 歯類個体へ戻す と ， 様々 な 癌
の退縮 を 起 こ す 。 こ の性質は， 癌 の免疫療法
へ応用 き れて い る が， IL-2 全身投与 に よ る 強 い 副 作
用 が現れ る 。 こ れ を 軽減す る た め， IL-2 を 癌 組織
で産生 き せ， 癌局所の濃度 を 高め る 事 を 目 的 と し て
遺伝 子 治療 が考 案 さ れ た 。 ILム IL-4 , IL-
6 , INF－ γ ， Granulocyte-macrophage colo-
表 2 遺伝子治療の対象 と し て研究 さ れ て い る 遺伝性疾患
疾 名
伝 子
患 導 遺入
l . 免疫機能不全
2 . 免疫機能不全
3.  Leukocyte adhesion deficiency 
4 . 血友病 A
5 . 血友病 B
6 .  von Willebrand 病
7 . 鎌状赤血球症
8 . サ ラ セ ミ ア
9 .  Lesh-Nyhan 症候群
10 . ム コ 多糖症
1 1 . ム コ 多糖症
12 . Gaucher 病
13 . Niemann-Pick 病
14 . フ コ シ ド ー シ ス
1 5 . オ ノレニ チ ン カ ノレパモ イ ル
ト ラ ン ス フ エ ラ ー ゼ欠損症
16 . フ ェ ニ ル ケ ト ン 尿症
17 . シ ト ル リ ン 尿症
18 . 楓糖尿症
1 9 . メ チ ルマ ロ ン 酸血症
20 . α 1ー ア ン チ ト リ プ シ ン 欠損症
21 . 嚢胞線維症
22 . 家族性高 コ レ ス テ ロ ー ル血症
23 . 筋 ジ ス ト ロ フ ィ －
24 . パー キ ン ソ ン 病
ア デ ノ シ ン デア ミ ナーゼ
プ リ ン ヌ ク レ オ シ ド ホ ス ホ リ ラ ーセ「
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VIII 因子
江 因子
von Willebrand 因子
βー グ ロ ビ ン
β グロ ビ ン
ヒ ポ キ サ ン チ ン ホ ス ホ リ ボ シ ル ト ラ ン ス フ エ ラ ーセ、、
L－ イ ズ ロ ニ ダーゼ
β ー グル ク ロ ニ ダーゼ
グル コ セ レ ブ ロ シ ダーゼ、
ス フ イ ン ゴ ミ エ リ ナーセ、
α ー フ コ シ ダーゼ
オ ノレニ チ ン カ ノレノ 〈モ イ ル ト ラ ン ス フ エ ラ ーゼ
フ ェ ニ ルア ラ ニ ン ヒ ド ロ キ シ ラ ー セf
ア ル キ、 ノ コ ハ ク 酸 シ ン テ タ ーゼ
分校鎖ケ ト 酸脱水素酵素
メ チ ルマ ロ ニ ル CoA ム タ ーゼ
α 1 ア ン チ ト リ プ シ ン
Cystic fibrosis transmembrane conductance regulator 
低密度 リ ポ タ ン パ ク 質 （ LDL ） レ セ プ タ ー
ジ ス ト ロ フ イ ン
チ ロ シ ン ヒ ド ロ キ シ ラ ー セ「
phu anτ 
古 谷 田裕久， 平賀 紘一
ny-stimulating factor (GM-CSF ) , TNF な
ど の サ イ ド カ イ ン 遺伝子 も 同様 の 目 的 で利用 さ れ る 。
こ れ ら の遺伝子は 癌 細 胞や癌浸潤 リ ン パ球へ導 入 さ
れ， 癌 細 胞 は 紫外線照射に よ り 増殖 し な い細 胞 に 変
え ら れ て か ら 患者体内へ戻 さ れ る 。 こ れ に よ り ， 癌
に 対す る 免疫機構が賦活化 さ れ， 癌 細胞が排除 さ れ
る と い う 方法であ る 。
抗腫傷剤 が表す副作用 と し て 造血機能の抑制が あ
る が， 血液幹細胞へ導入 し た Multi-drug resistance 
gene の 産 物 タ ン パ ク に よ り ， こ の副 作号J 防 止 し ，
多 量の抗腫傷薬の使用 を 可能に す る 試み や， 細 胞
の 癌 化 に 働 い て い る と 想定 さ れ る 腫蕩遺伝子 の an­
tisense gene を 腫療現胞 に 導 入 し ， 癌細胞の増殖 を
抑制す る 試み も あ る 。 グ リ オ ← マ を 持つ ラ ッ ト の
脳へ， へルペス シ ン プ レ ッ ク ス ウ イ ルス の チ ミ ジ ン
キ ナー ゼ を 発現す る レ ト ロ ウ イ ルス を産生す る パ ッ
ケ ー ジ ン グ細 胞 を 移植す る と ， 産 生 さ れ た レ ト ロ ウ
イ ルス は分裂増殖 し て い る グ リ オ ーマ に 優先的に 感
染す る 。 こ の動物に投与 さ れ た 化学療法剤 で グア ノ
シ ン の 類似物質 で あ る ganciclovir は， レ ト ロ ウ イ
ル ス が感染 し た グ リ オ ー マ の チ ミ ジ ン キ ナーゼで リ
ン 駿化 さ れ， 核酸代需 を 阻害 し ， グ リ オ ーマ の 増殖
だ け を 抑 止す る 方法 も 研究 さ れ て い る 。
今 後 の 動 向
ヒ ト 細胞への 遺伝子導入 を 基本的手段 と し た種 々
の疾患の治療法 に つ い て ， 概要の説明 を 試み た 。 最
近， 遺伝子治療に 関す る 総説が出 版 さ れて い る 。 本
稿では特に 詳述 し なかっ た gene marking protocol 
と gene therapy clinical p��tocol に つ い て は ，
Morgan と Anderson の 総 説 等 を 参照 さ れ た い 。
今後， 遺伝子治療の研究分野 では ， （ 1 ）既存 のベ ク タ
ー に 挿 入す る 遺伝子の変更に よ る ， 遺伝子治療の 多
疾患への適用拡大， （2）患者への 直接感染や， 導 入遺
伝子の長期安定発現が可能な ウ イ ルス ベ ク タ ー の 開
発や改良， （3）癌や エ イ ズの治療に 使 え る 遺伝子 も し
く は 遺伝子 と 薬の組み合わせ な ど の応用的開発， が
試み ら れ る と 思 わ れ る 。
学内 に お い て は ， ウ イ ルスベ ク タ ーやへルパー細
胞 の作製や， そ れ を 使 っ た 基礎研究が行 え る 環境整
備が必要であ る 。 そ の た め に ， 遺伝子実験施設や，
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研究計画の迅速 な 審査 を 行 え る 学 内 審議機関 を 設置
すべ き 時期 に な っ て い る 。 ま た ， 遺伝子 治療がエ イ
ズ な ど特殊 な 感染症や腫療 に 対 し て の 有効 な一般 的
治療手段 に な る の も ， そ れほ ど 時 間 は かか ら な い と
思 え る 。 そ の た め の 準備 に つ い て も ， 特に 臨床講座
で， 十分考慮 さ れ る べ き であ ろ う 。
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